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今後、注意が必要な水草今後、注意が必要な水草

　数年前まで名古屋市におけるアカギツネの確実な記録は、
守山区東谷山周辺や中志段味、吉根などの市北東部に限られ
ていました。その後、生きものシンフォニー 7号で紹介したよう
に、守山区の小幡緑地と金城学院大学構内でも確認されまし
たが、いずれも広い緑地が連続する市北東部での確認例でし
た。ところが2013年から2014年にかけて実施した名古屋市
版レッドリスト改訂のための哺乳類調査で、市北東部以外にも
アカギツネが広く進出していることが分かってきました。
　今回新たにアカギツネが確認されたのは、庄内川流域の北
区成願寺町北野、中川区富田町万場と天白川流域の天白区
野並です（図1）。
　北区北野は庄内川と矢田川が合流する地域で比較的都市
部に近い場所ですが、河川敷には竹林やヨシ原が残り、耕作
地が広がっています。非常に驚いたのは中川区富田町万場で
の確認です。この地域は名古屋駅から5kmほどしか離れてお
らず、河川敷にはヨシなどの植物群落が残っているものの、
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周辺地域は宅地に囲まれて孤立しています（写真1）。とてもア
カギツネが生息できるような環境には見えませんでした。しか
し、2014年3月に実施した哺乳類調査で自動撮影カメラを設
置したところ、1頭のアカギツネを撮影することができました
（写真2）。庄内川沿いは比較的下流域までアカギツネの連続し
た活動域になっているのかもしれません。　　
　天白区野並では相生山緑地の西側にある畑で死亡している
個体を地域の方が発見しました。相生山緑地は現在、孤立し
た緑地となっていますが、天白川に隣接しています。天白川上
流域の日進市側では、アカギツネの目撃例が多数あることを考
えると、この個体は天白川沿いに上流域から移動してきた可
能性があります。 
　このように名古屋市内のアカギツネの分布は、これまで言わ
れていたように東谷山を中心とした市北東部に限定されてい
るわけではなく、庄内川に沿って市西部の中川区まで広がって
いること、また、市東部の天白川流域にまで及んでいると考え
られます。このことはアカギツネが交通事故の危険のある宅地
や道路を避け、河川沿いをコリドー（回廊）として頻繁に利用し
ていることを示唆しています。河川敷などに残されたちょっとし
た自然環境は、私たちにとっては一見荒地のように見えます
が、動物たちにとっては非常に重要な生息場所であり、餌場で
あり、また、分布を広げるための移動経路のようです。河川敷
に残されたこのような自然環境を今後も大切に守っていきたい
ものです。

図1．新たに見つかったアカギツネの確認地点（2013～ 2014年）
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「干潟の学校」の他、観察会・講演会などの詳しい情報はウェブサイトをご覧ください。
http://fujimae.org/

（理事長　亀井浩次）

写真1：中川区富田町万場
（背景に名古屋駅が見える）

写真2：撮影されたアカギツネ
（中川区富田町万場）

（生物多様性専門員　野呂　達哉）

　オオバナミズキンバイ（Ludwigia grandiflora subsp. grandiflora）は、南
アメリカおよび北アメリカ南部を原産とする帰化植物で、日本へは観賞用植
物として持ち込まれたものが帰化したと考えられています。
　このオオバナミズキンバイは、繁殖力が非常に旺盛で、茎の断片からも
発根して水上や水中で繁茂します。その結果、他の植物の生育を阻害す
るなど侵略的な外来植物となっています。
　日本においても近年定着して急速に分布面積を拡大しており、在来種の
駆逐など、生態系に係る被害が発生しつつあります。また、在来種のミズ
キンバイ（Ludwigia peploides ssp. stipulacea）等と交雑し、遺伝的攪乱を
引き起こすことが危惧されていることから、平成26年6月11日に一部改正
された外来生物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関
する法律）で、新たに特定外来生物へ追加されました。
　今のところ、名古屋市内においてオオバナミズキンバイの定着は確認さ
れていませんが、もし名古屋市内の池や川などで本種の生育を確認されま
したら、「なごや生物多様性センター」まで情報をお寄せください。

（生物多様性専門員　中村　肇）

里山の自然と保全活動の
今日的意義について考える

会場：なごや生物多様性センター

会場：なごや生物多様性センター

雑木林研究会事務局長 眞弓浩二さん

①参加希望のテーマを明記し、②氏名、③郵便番号・住所、④電話番号を書き、Eメール、FAXまたはハガキで「なごや
生物多様性センター」までお送りください。定員を超えた場合は抽選です (「参加票」は締切日以降に発送します)。
締切日現在、お席に余裕がある場合は継続受付しますので、お問い合わせください。

平成26年度後期予定
日時・会場・テーマ・話題提供者 メッセージ 定員・締切

かつて人々の暮らしと共にあった里山の雑木林。しかし、私たちは里山の
自然と断絶した道を歩み、里山は植生遷移、荒廃と消失を続けています。
これら里山の自然環境から生物多様性の保全、低炭素社会の実現など
私たちが問われている今日的課題への対応を考えます。

40名
申込終了

申込方法

19時～
20時30分

9月11日
（木）

名古屋城外堀のオニバス
～水草から見る生物多様性～

会場：名古屋城茶席
ため池の自然研究会顧問 浜島繁隆さん

NPO法人南港ウェットランドグループ理事
和田太一さん

2012年秋。名古屋城外堀で20年ぶりにオニバスが確認されました。
名古屋城外堀での水草の変遷、オニバスが再確認に至った現在の状況な
どから生物多様性について考えます。
会場はオニバスが再確認された名古屋城の茶席です。現地の空気を感じ
ながら水草について語り合いましょう。

50名
10月6日
（月）13時～15時

10月19日
（日）

藤前干潟の小さな生きもの
たちとその暮らし

名古屋市には世界的にも重要な渡り鳥の飛来地「藤前干潟」があります。
多くの渡り鳥たちを支えているのは、干潟で暮らす小さな生き物たち。カ
ニや貝、さらにもっとマニアックな生き物まで、干潟の小さな生き物たちと
その暮らしに焦点を当てて、藤前干潟の見どころをご紹介します。

40名
11月4日
（火）14時～

15時30分

11月15日
（土）

　1984年、名古屋市のごみ処分場建設計画に端を発し、その予定地となった庄
内川河口の干潟を「藤前干潟」と名づけて保全活動にとりくんだことから会の活
動が始まりました。その後1999年の保全確定・2002年のラムサール条約登録を
経て法人格を取得し、「特定非営利活動法人藤前干潟を守る会」として活動を続
けています。
　現在は、2005年に開館した環境省の現地施設「稲永ビジターセンター」「藤前
活動センター」の運営を受託し、そこを拠点として普及啓発活動を行っています。「干潟の学校」と名付けた一般向けの主催事業
の他、学校をはじめとした外部団体からの依頼による「体感学習」、また目的・対象を絞った「ガタレンジャー養成講座」「ガタレ
ンジャーJr.プログラム」等があり、それ以外にも行政や企業・各種団体との協働による企画を多数実施しています。
　私たちの活動はそもそも、「廃棄物の処理のありかた」に対する問題提起からはじまりました。大量に生産・消費・廃棄を続け
る社会と、その犠牲となって破壊されていく自然の関係を問い直すのが「藤前干潟」の本質的なテーマです。そしてそのための
手段として、干潟の自然に触れてその価値を体感してもらう活動があります。まだまだ先は長いですが、「ごみで自然をこわさな
い社会」の実現をめざして活動していきます。 

藤前干潟を守る会

無料

生物多様性カフェは、
ESDあいち・なごやパートナーシップ事業です。

なごや生きもの一斉調査2014
～アメリカザリガニ編～
　平成26年7月19日（土）、20日（日）、21日（祝・月）の3日間、名古屋
市内20地点で、「なごや生きもの一斉調査2014～アメリカザリガニ編
（甲殻類）～」をなごや生物多様性保全活動協議会（事務局：なごや
生物多様性センター）主催で開催しました。
　初日の7月19日（土）こそ途中で雨に降られましたが、概ね天候に
恵まれ、なごや生物多様性保全活動協議会の団体会員はじめ各調査
地点で保全活動を行っている市民団体の協力のもと、子どもから大人
まで延べ460名が調査に参加しました。

特集 なごや生きもの一斉調査2014
～アメリカザリガニ編～　
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みつけた生きものか
らその環境が分かる
ことも学べました。そ
こには不思議や驚き
がいっぱい！

クモは巣の形もいろい
ろなデザインのものが
あります。

雨で午前中の採集は中止。午後からの標
本づくりは無事に開催できました。
標本にする蝶は講師の方々が採ってきて
くれました。

　今回の一斉調査では、識別が比較的容易で親しみやすい外来生物のひとつで
ある「アメリカザリガニ」を中心とした水辺の生きものの生息状況を調査しました。
　スタッフの指導のもと、参加者、地域保全団体とともに甲殻類をはじめ魚類、
爬虫類、両生類などを捕獲・記録し、生物多様性の保全に向けた、生きもの情報を
収集しました。

　今回の調査目的の一つは、アメリカザリガニを中心として水辺の生きもの（甲殻
類）を調査し甲殻類の生息状況を明らかにすることでした。
　名古屋市内20地点で調査し、外来生物のアメリカザリガニの他に3種の在来生物
（テナガエビ、スジエビ、タカノケフサイソガニ）計4種2,053個体の甲殻類が確認さ
れました。1地点（宮の渡し公園）のみで確認されたタカノケフサイソガニは、汽水域
から海岸に生息する種であり、環境に特徴的な種が確認されました。
　１地点あたりで確認された種数は、5地点において2種の甲殻類が確認され、12
地点において1種の甲殻類のみが確認され、3地点において甲殻類の確認はできま
せんでした。
　最も多くの地点で確認された甲殻類はスジエビとアメリカザリガニであり各種9地
点でした。この2種が同じ調査地点で確認されたのは、戸田川緑地と大高緑地の2
地点のみであり、その他の地点ではどちらか一方の確認でした。

　今回の一斉調査では、在来・外来生物合計20種以上の生きものを捕獲できまし
た。その内、雑種を含めた外来生物は、甲殻類のアメリカザリガニを含め、タイリクバ
ラタナゴ、カダヤシ、ブルーギル、オオクチバス、ウシガエル、ミシシッピアカミミガメ、
雑種個体（ハナガメとの交雑）の計8種（全体の約3割）が確認されました。また、外来
生物だけしか確認されなかった箇所が2箇所ありました。このことから、いかに多くの
外来生物が定着しているか、外来生物により在来生物の生息が脅かされているかが
分かります。

アメリカザリガニ編～アメリカザリガニ編～
なごや生きもの一斉調査2014なごや生きもの一斉調査2014

みんなでザリガニを計測しますみんなでザリガニを計測します

名古屋市内で確認された甲殻類名古屋市内で確認された甲殻類

外来生物がこんなに沢山外来生物がこんなに沢山

魚肉ソーセージ 洗濯ネットや
バケツなど

カメワナ モンドリ
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荒池
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テナガエビ
スジエビ
アメリカザリガニ
タカノケフサイソガニ
甲殻類が捕獲できなかった地点

調査結果
速報

たくさんの生きものたちを捕獲たくさんの生きものたちを捕獲

　モンドリの回収後、再び活動拠点に戻り、生きものごとにケー
スに分け入れたら、次はアメリカザリガニの計測です。今回の調
査のためにボランティアの学生たちが作った、アメリカザリガニ
専用のスケールを使って、小（3cm以下）・中（3～6cm）・大（6～
9cm）・特大（9cm以上）の4段階に分けていきます。
　バタバタと動くアメリカザリガニに挟まれないように気を付
けながら、スケールを上手に使いてきぱきと測ります。サイズ
だけでなく、オスとメス、卵を抱えていないか、もあわせて
チェックしていきます。スジエビ（甲殻類）やモツゴ（魚類）な
どの小さな生きものは、観察用の透明の容器に水と一緒に
入れ、じっくりと観察しました。
　捕獲した生きものは、それぞれデータをとり、一部を標本
用に持ち帰り、在来生物は生息地に放流しました。
　最後に、スタッフから捕獲できた生きものや外来生物が生
態系に与える影響などについて説明があり、参加者は真剣に
耳を傾けていました。
　今回の一斉調査で、参加者の方々には、身近な自然に触
れ、楽しみながら調査に参加していただけたのではないかと思
います。同時に、多くの方々が調査に参加し協力していただい
たことにより、たくさんの貴重なデータを得ることができまし
た。調査に参加してくださった皆さま、ありがとうございました。

　今回調査をしたのは、街中の公園や緑あふれる緑地公園
の池や川など、さまざまな環境の水辺、20地点。当日は「カメ
ワナ」と「モンドリ」の2種類のワナを使って、アメリカザリガニ
やその他の生きものの捕獲を試みました。
　調査実施日、指定の場所に集まった参加者たちは、スタッ
フから調査について説明を受けた後、手分けしてモンドリのワ
ナの準備に取り掛かりました。使用したエサは、魚肉ソーセー
ジと、ティーパックに入れたザリガニのエサ。モンドリのアミを
開き、上部中央のポケットにエサを入れれば完成です。
　完成したモンドリを手に、みんなで設置場所へ向かいます。
調査地点によっては、うっそうとした草を分け入ったりするな
ど、ちょっとした探検気分。子どもたちも楽しそうに、どんど
ん進んでいきます。水辺に着くと、水草がたくさん生い茂った
ところ、水草がまったくないところなど、条件の異なる場所に
ワナをしかけました。

　モンドリを仕掛けておく間、もう一種類のワナ「カメワナ」を
回収しました。カメワナは前日にスタッフが設置したもので、
捕獲できた生きものを洗濯ネット（アメリカザリガニ用）とバケ
ツに入れて活動拠点に戻ります。
　捕獲できた生きものを一旦生きものごとに仕分けし観察し
た後、調査票に記録しました。
　次は、いよいよモンドリの回収です。子どもたちは仕掛けた
場所へ走りより、周囲の視線が集まるなかモンドリを引きあげ
ました。調査地点によって異なりますが、2種類のワナでアメリ
カザリガニなどの甲殻類、ヤゴなどの昆虫、モツゴ、ブルーギ
ルなどの魚類、クサガメ、ミシシッピアカミミガメなどの爬虫
類、ウシガエル（両生類）などさまざまな生きものが捕獲でき
ました。

「アメリカザリガニ（学名：Procambarus clarkii）」は、
昔からいる身近な生きものですが、もともと日本には
いなかった「外来生物」です。アメリカ合衆国南東部原
産の淡水エビで、1927年にウシガエルのエサとして
持ち込まれ、繁殖して全国に拡大しました。田んぼ、
水路、ため池、河川中～下流域などあらゆる場所に
すんでいます。雑食性で、水草、小魚、枯れ葉など
様々なものを食べます。生態系への影響が危惧され
ており、国の「要注意外来生物」、日本の侵略的外来種
ワースト100に選定されています。

10未満 50未満 100未満 500未満 500以上

捕獲できた甲殻類の個体数

テナガエビ

スジエビ

タカノケフサイソガニ

甲殻類の調査結果マップ

捕獲できた甲殻類の種類

※「モンドリ」と「カメワナ」の2種類のワナで捕獲できた
　甲殻類の調査結果です。

8月1日（金）
「植田川の水棲昆虫」
（名古屋市環境科学調査センター）

8月2日（土）
「東山の森のクモたちと会う」
（なごや東山の森づくりの会）

8月6日（水）
「スーパー竹トンボづくり」
（竜巻池の自然を守る会）

8月9日（土）
「いろいろな化石と
生物多様性」
（愛知みずほ大学講師　川瀬基弘さん）

見て触れて、昆虫、ク
モ、竹（植物）などの
生きものの特徴を
体感できました。

自分で捕まえた生きもの
で標本づくり、竹を削って
曲げて竹トンボづくり。
つくり方を教わり
“ものづくり”にチャレンジ！

8月9日（土）
「蝶の採集と標本づくり」
（名古屋昆虫同好会）

8月12日（火）
「池のプランクトンの世界」
（琵琶湖環境科学センター・
名古屋市環境科学調査センター　共催）

8月16日（土）
「甲虫の採集と標本づくり」
（名古屋昆虫同好会）

なごや生物多様性

捕まえた
！

開催期間
8月1日（金）～8月16日（土）

夏休みの宿題
応援します！

　今年の夏休みも、子どもたちの自由研究の手助けになるよう、観察や体験、もの
づくりを通して身近な自然や生きものとふれあうことのできる講座を「なごや生物
多様性保全活動協議会」主催で開催しました。
　台風11号の影響を受け2つの講座が中止となりましたが、7つの講座を開催。子ども
も大人も参加者のみなさんは、さまざまな生きものについて学ぶことができました。

標本にする蝶を
選びます

しようかな？！
どの蝶に

何が
採れたかな？

普段見ることのでき
ない小さな生きも
の、化石になった生
きものたち、採取で
きた生きものたち。

こんな
に大き

い！

顔と同じくらい
！

市民協働で調査保全活動をすすめるため「市民生きもの調査員」を募集しています。詳しくはウェブサイトへ。

市民・専門家・行政からなる協働組織。なごやの生物とその
生息・生育環境について調査・保全活動を実施しています。
事務局はなごや生物多様性センター。

なごや生物多様性保全活動協議会とは

なごや生物多様性保全活動協議会では、特定の生きものを
選び、多くの市民の皆さんとともに、市内の生きもの一斉調査
を実施しています。過去には野鳥・陸貝・オオキンケイギクの調
査を行いました。

市内一斉調査とは

すいせい

ちょう

こうちゅう

みんなでワナを仕掛けますみんなでワナを仕掛けます

調査で使った道具

ワナの中には、全長
12.9cmの特大サイ
ズ（重さ68g）のア
メリカザリガニも入っ
ていました。

（生物多様性市民協働推進員　寺本　匤寛）


